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月 ねらい 訓練内容 子どもの様子・反省

4

・避難訓練について知る 
・非常ベルを知る 
・非常時の放送の聞き方、身 
　を守る方法を知る

避難訓練について知る 
・非常ベルを聞かせる 
・放送の聞き方を知らせる 
・防災座布団のかぶり方、ダンゴ 
　虫のポーズを知る

・非常ベルが鳴ることを事前に伝えるが、不安になる子がいた。 
・いつもと違う様子に、静かに話を聞くことが出来る 
・防災座布団のかぶり方や、ダンゴ虫ポーズなどは繰り返し伝えていく必要 
　がある

5

・地震発生時の行動の仕方を 
　知る 
・放送をよく聞き、担任の指 
　示に従い玄関に避難する

保小中引き渡し訓練 
・降園準備後、地震発生 
・防災座布団を被って、玄関にて 
　お迎えを待つ 
・一斉メールでお迎え依頼

・訓練と分かっていてお喋りする児がいた。（年長に多い）訓練の必要性を 
　繰り返し伝えていく。 
・靴の履き替えに時間がかかるため、年少は外履きを履いて待つ。 
・訓練の内容を聞かされていない家族が、メール送信前に迎えに来ていた。 
 （2組）迎えの家族にもしっかり伝えていただくよう啓蒙していく。

6

・不審者が侵入した場合の避 
　難 
・放送を静かに聞き、慌てず 
　避難する 
・避難時の約束を守る

不審者対応訓練（飛騨署協力） 
・園児の安全を守るための防衛訓 
　練 
・通報訓練 
突発：火災 
・一斉保育中、近くのアパートか 
　ら出火 
・玄関前に靴を履き替え並ぶ 
・一人ひとりの名前を呼んで確認 
　する

・園児の自由遊び中であったが、子ども達には気付かれずスムーズに避難完 
　了した。 
・不審者に声を掛ける、さす又を持っての応戦、通報のタイミングは？ 
・園庭に死角が多いため、子どもが外に出ている時の職員配置の確認が必要 
　である。 
・ベルの音で慌ててしまい、話が聞けない児がいた。 
・座って靴を履く児がいた。 
・ベルが鳴ったらまず話を聞くことが大切であることを繰り返し伝える。 
・立って靴が履けるようにしていく 
・名簿で確認しながら呼名確認することで、しっかり確認することが出来 
　た。 
・欠席児の確認を担任以外も知っておく。（朝の放送）

7

・地震発生時、安全な場所に 
　身を隠す 
・放送を聞いて行動する

突発：地震 
・緊急地震速報を聞き、自分で考 
　え安全な場所に身を隠す 
・放送をしっかり聞いて行動する

・緊急地震速報を聞き、固まってしまう児もいたが、その後の担任の指示で 
　身を隠すことが出来た。 
・放送で指示を行うが、保育室の状況が把握できない状態でどのように指示 
　を出すのか？ 
・繰り返しの訓練の中で、特にフォローが必要な児がみえてきた。

8

・午睡中の避難 突発：火災 
・寝起きの児がパニックにならな 
　いよう避難誘導する 
・確実に避難誘導する

・午睡中ということで起こされても寝ぼけていて、状況が把握できない児が 
　多数いた。言葉の指示だけでは伝わらないため、身体誘導が必要。 
・避難時カーテンを開け明るくすることで、児の確認が行いやすい。

9

・自分で隠れる場所を探し隠 
　れる 
・放送の指示で垂直避難をす 
　る

突発：地震　土砂災害 
・放送を聞き自分で隠れる場所を 
　探し隠れる 
・放送の指示を聞いて、2階やテラ 
　スに速やかに避難する

・緊急地震速報を聞いてすぐ机の下に入る児、その場で座って話を聞こうと 
　する児がいた。 
・園児を1人隠すが、名簿などを持っていたためすぐに誰がいないか分か 
　り、他の職員に伝え探すことが出来た。 
・保育室が１階の児は階段を登る経験が少なく、登るのに時間がかかる児が 
　いた。

10

・約束を守って避難する 
・煙の怖さを知る

防火訓練（消防署協力） 
・消防士より避難時の約束を確認 
　してもらう 
・煙体験をし、煙の怖さや避難方 
　法を知る

・非常ベルの後の放送をよく聞き、防災座布団をかぶりスムーズに避難でき 
　る。 
・煙が充満した部屋に入ることを躊躇する児もいたが、全児体験し煙の中ど 
　うやって避難するか身をもって感じることが出来た。 
・火事の怖さや、逃げる時の約束について消防士に話してもらうことで、い 
　つもより真剣に話を聞いていた。

11

・避難時の約束を確認する 
・訓練に真剣に取り組む

突発：火災 
・自由保育中、少し離れた場所の 
　火災 
・放送を聞いてひろばに集合

・全児2階。放送では広場に避難する指示のみ。 
・年長：担任より防災座布団をかぶるよう指示 
・年中：担任の指示はなかったが、防災座布団を被って広場へ 
・年少：担任は1階にいたため、年長担任が防災座布団を被らず広場に行く 
　よう指示するが、保育室に戻る児が何名かいた。 
・担任がいない場合もあるため、その場にいる職員が指示する必要がある。
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＊今後の課題 
・地震が起きた時、各保育室の状況がすべて把握できるとは限らないため、担任が判断しなけ 

 　ればいけない時もある。 
・フォローが必要な児の対応。 
・日常生活の中で、階段を登る（垂直避難時）ことや立って靴を履くことを繰り返し行うと共 

 　に、避難場所まで走れる体力を培う。 
・繰り返し訓練を行う中、子どもの中に『これは訓練だ…』という気持ちが出てきて、おしゃ 

　 べりが多くなったりする。 

＊過去の訓練の反省点から活かしていること 
・マニュアルに沿った訓練では課題が見つかりにくいため、主に突発での訓練を行う。 
・全員が同じ場所に避難できるとは限らないため、職員は携帯電話を常に所持しておく。 
・行方不明の児がいても保育士も非常時はパニックになっているため、誰がいないのか気付く 

　 のに時間がかかる。必ずクラスの児が確認できるよう名簿など持って避難する。 
・引き渡し訓練時、保護者の確認をどこで行うとスムーズに引き渡し出来るのか、様々な方法 

　 を行い確認している。 
※小学校では引き渡しの時に見せるカードがあるとの事。共通のカードがあると良いのでは？
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保護者に対する取り組み 
4月　園だよりにて、初めての避難訓練の様子を伝えると共に、避難場所（第１～第３）を知らせる。 
5月　園だよりにて、『保小中合同引き渡し訓練』に向け『引き渡しカード』の記入依頼を行い双葉保育園と連名で『協 
　　  力についてのご案内と当日の車の導線』について知らせる。 
10月 園だよりにて、『防火教室』の様子を伝えると共に、お家でも坊騎亜について話し合ってもらうよう啓蒙する。 
2月   今年度初めてのことでしたが…『災害備蓄用保存食』の期限が切れるため、給食（ご飯、みそ汁）とおやつ（パ 
        ン）を頂くことになり、その日に一緒に避難訓練を行いその様子を園だよりで伝え、防火や非常食などについて 
        話し合っていただくよう啓蒙した。


